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国
語
学
・
国
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
三
十
年
度
前
期

文
学
部

国
語
学
講
義
Ⅰ　

日
本
語
音
韻
史
の
研
究

―
韻
律
論

― �


�

髙　

山　

倫　

明

国
語
学
演
習
Ⅰ　

万
葉
集
旋
頭
歌
の
研
究

―
言
語
史
資
料
と
し
て
の 

﻿

万
葉
歌

― （
１
） ��
髙　

山　

倫　

明

国
語
学
講
義
Ⅲ　

方
言
か
ら
み
る
日
本
語
文
法 �


�

関
西
大
学 

日　

高　

水　

穂

国
語
学
講
義
Ⅵ　

現
代
日
本
語
の
文
章
・
談
話
と
文
体 �


�

国
立
国
語
研
究
所 

野　

田　

尚　

史

国
文
学
講
義
Ⅰ　

物
語
と
和
歌 ��

辛　

島　

正　

雄

国
文
学
演
習
Ⅰ　
『
栄
花
物
語
』
注
釈
Ⅰ ��

辛　

島　

正　

雄

国
文
学
講
義
Ⅲ　

近
世
の
芸
能
史
概
説 ��

川　

平　

敏　

文

国
文
学
演
習
Ⅲ　
『
伽
婢
子
』
訳
注
と
自
主
研
究
Ⅰ ��

川　

平　

敏　

文

国
文
学
演
習
Ⅴ　

日
本
近
代
文
学
の
小
説 ��

松　

本　

常　

彦

人
文
科
学
府

日
本
語
史
特
論
Ⅰ　

日
本
語
音
韻
史
の
諸
問
題

―
韻
律
論

― �


�

髙　

山　

倫　

明

日
本
古
代
語
史
研
究
Ⅰ　

古
代
語
の
研
究
（
１
） ��

髙　

山　

倫　

明

博
士
演
習　

古
代
日
本
語
・
日
本
漢
字
音
の
諸
問
題 ��

髙　

山　

倫　

明

日
本
語
学
特
論
Ⅱ　

現
代
日
本
語
の
文
章
・
談
話
と
文
体 �


�

国
立
国
語
研
究
所 

野　

田　

尚　

史

古
代
散
文
論
特
論
Ⅰ　

作
り
物
語
と
和
歌 ��

辛　

島　

正　

雄

日
本
古
代
文
学
作
品
研
究
Ⅰ　
『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
注
釈
Ⅰ �


�

辛　

島　

正　

雄

博
士
演
習　

日
本
中
古
・
中
世
文
学
研
究
の
諸
問
題 ��

辛　

島　

正　

雄

近
世
文
芸
史
論
特
論
Ⅰ　

近
世
芸
能
史
研
究 ��

川　

平　

敏　

文

日
本
近
世
文
学
作
品
研
究
Ⅰ　

山
岡
元
隣
『
宝
蔵
』
訳
注 �


�

川　

平　

敏　

文

博
士
演
習　

近
世
文
学
研
究
方
法
論 ��

川　

平　

敏　

文

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究
Ⅰ　

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究 �


�

松　

本　

常　

彦

論
文
指
導 ��

各　
　

教　
　

員

平
成
三
十
年
度
後
期

文
学
部

国
語
学
講
義
Ⅱ　

日
本
語
音
韻
史
の
研
究

―
史
的
連
濁
論

― �


�

髙　

山　

倫　

明

彙
　報
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博
士
演
習　

日
本
中
古
・
中
世
文
学
研
究
の
諸
問
題 ��

辛　

島　

正　

雄

近
世
文
芸
史
論
特
論
Ⅱ　

伝
記
研
究
方
法
論 ��

川　

平　

敏　

文

日
本
近
世
文
学
作
品
研
究
Ⅱ　

都
の
錦
『
元
禄
太
平
記
』
訳
注 �


�

川　

平　

敏　

文

博
士
演
習　

近
世
文
学
研
究
方
法
論 ��

川　

平　

敏　

文

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究
Ⅱ　

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究 �


�

松　

本　

常　

彦

日
本
文
学
特
論
Ⅱ　

平
安
文
学
史
研
究 �


�

京
都
女
子
大
学　

坂　

本　

信　

道

論
文
指
導 ��

各　
　

教　
　

員

学
会
・
研
究
室
行
事

○
平
成
三
十
年
度　

九
州
大
学
国
語
国
文
学
会 �


�（

二
〇
一
八
年
六
月
九
日
（
土
）
於
旧
工
学
部
本
館
三
階
・
一
〇
番
教
室
）

（
研
究
発
表
）

「
忠
こ
そ
」
物
語
の
構
図

―
継
子
物
語
に
お
け
る
父
親
像
に
つ
い
て

― �
�

九
州
大
学
大
学
院
生 

余　
　
　

鴻　

燕

瘤
取
爺
の
猿
楽

―
艶
笑
譚
と
し
て
読
む
宇
治
拾
遺
物
語
第
三
話

― �


�

福
岡
大
学 （
非
） 

大　

木　

桃　

子

佐
世
保
市
宇
久
町
平
方
言
の「
形
容
詞
連
用
形
＋
ニ
」
に
よ
る
副
詞
的
用
法 �

�

福
井
工
業
高
等
専
門
学
校 

門　

屋　

飛　

央

丁
寧
語
の
発
達 ��

九
州
大
学 

青　

木　

博　

史

国
語
学
演
習
Ⅱ　

万
葉
集
旋
頭
歌
の
研
究

―
言
語
史
資
料
と
し
て
の 

﻿

万
葉
歌

― （
２
） ��

髙　

山　

倫　

明

国
語
学
講
義
Ⅳ　

古
代
日
本
語
文
法
研
究 �


�

國
學
院
大
學 

小　

田　
　
　

勝

国
語
学
演
習
Ⅳ　

中
世
語
研
究 ��

青　

木　

博　

史

国
語
学 （
書
道
） 
Ⅰ　

国
語
学
（
書
道
）
Ⅰ �


�

福
岡
教
育
大
学 

服　

部　

一　

啓

国
文
学
講
義
Ⅱ　
『
無
名
草
子
』
の
物
語
論 ��

辛　

島　

正　

雄

国
文
学
演
習
Ⅱ　
『
栄
花
物
語
』
注
釈
Ⅱ ��

辛　

島　

正　

雄

国
文
学
講
義
Ⅳ　

伝
記
研
究
入
門 ��

川　

平　

敏　

文

国
文
学
演
習
Ⅳ　
『
伽
婢
子
』
訳
注
と
自
主
研
究
Ⅱ ��

川　

平　

敏　

文

国
文
学
講
義
Ⅵ　

平
安
文
学
史
研
究 ��

京
都
女
子
大
学　

坂　

本　

信　

道

国
文
学
演
習
Ⅵ　

日
本
近
代
文
学
の
小
説 ��
松　

本　

常　

彦

国
語
学
・
国
文
学
基
礎
演
習　

日
本
語
学
・
日
本
文
学
研
究
入
門 �


�

辛 

島 

正 

雄
・
髙 
山 

倫 

明

人
文
科
学
府

日
本
語
史
特
論
Ⅱ　

日
本
語
音
韻
史
の
諸
問
題

―
史
的
連
濁
論

― �


�

髙　

山　

倫　

明

日
本
古
代
語
史
研
究
Ⅱ　

古
代
語
の
研
究 （
２
） ��

髙　

山　

倫　

明

博
士
演
習　

古
代
日
本
語
・
日
本
漢
字
音
の
諸
問
題 ��

髙　

山　

倫　

明

古
代
散
文
論
特
論
Ⅱ　
『
無
名
草
子
』
に
見
る
物
語
論 ��

辛　

島　

正　

雄

日
本
古
代
文
学
作
品
研
究
Ⅱ　
『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
注
釈
Ⅱ �


�

辛　

島　

正　

雄
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伴
信
友
『
史
籍
年
表
』
刊
行
前
夜

―
近
世
後
期
工
具
書
編
纂
の
一
齣

― �
�

鹿
児
島
大
学 

亀　

井　
　
　

森

芭
蕉
と
邵
康
節

―
此
一
筋
に
つ
な
が
る

― �


�

佐
賀
大
学 （
特
）　

井　

上　

敏　

幸

（
特
別
企
画
）

さ
よ
な
ら
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

―
歴
代
助
手
が
語
る
研
究
室
の
思
い
出

― �
�

和
歌
山
大
学 （
名
） 

柏　

原　
　
　

卓

 ��

九
州
大
学 

辛　

島　

正　

雄

 ��
筑
紫
女
学
園
大
学 

松　

下　

博　

文

 ��

国
文
学
研
究
資
料
館 

入　

口　

敦　

志

 ��
九
州
大
学 

髙　

山　

倫　

明

○
平
成
三
十
年
度　

第
六
十
八
回　

西
日
本
国
語
国
文
学
会 

�

（
二
〇
一
八
年
九
月
一
日
（
土
）
～
二
日
（
日
） 

﻿
�

於
別
府
大
学
三
二
号
館
・
四
〇
〇
番
教
室
）

（
研
究
発
表
）

忠
こ
そ
物
語
の
構
想
と
中
国
文
学

―
舜
子
譚
と
そ
の
周
辺

― �


�

九
州
大
学
大
学
院
生 

余　
　
　

鴻　

燕

桃
源
瑞
仙
の
三
体
詩
の
抄
物
を
追
っ
て 

﻿
	

―
駒
澤
大
学
図
書
館
『
三
体
唐
詩
絶
句
抄
』
を
中
心
に

― �


�

九
州
大
学
大
学
院
生 

古　

田　

龍　

啓﻿
�

（
関
係
者
の
み
）

研
究
室
刊
行
物

○
語
文
研
究　

第
一
二
四
号
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
発
行
）

源
氏
物
語
竹
河
巻
「
手
に
か
く
る
」
の
和
歌
の
本
文
異
同
と
解
釈 �


�

工　

藤　

重　

矩

徳
川
吉
宗
の
文
教
デ
ザ
イ
ン

― 『
六
諭
衍
義
大
意
』
研
究
ノ
ー
ト

― �
�

川　

平　

敏　

文

最
末
期
〈
膝
栗
毛
も
の
〉
合
巻
の
一
受
容
実
態
考 

﻿

― �『
弥
次
北
八
横
濱
九
里
毛
』・『
横
濱
栗
毛
／
二
編
』
の
絵
組
と 

﻿

本
文
齟
齬
現
象
を
め
ぐ
っ
て

― ��

康　
　
　

志　

賢

副
詞
「
ど
う
や
ら
」
の
史
的
変
遷 ��

川　

瀬　
　
　

卓

○
語
文
研
究　

第
一
二
五
号
（
二
〇
一
八
年
六
月
発
行
）

坂
口
安
吾
「
桜
の
森
の
満
開
の
下
」
論

―
理
性
の
限
界
に
関
す
る
文
脈

― �
�

河　

内　

重　

雄

振
鷺
亭
の
読
本
に
つ
い
て

―
善
悪
観
・
因
果
応
報
観
を
中
心
に

― �


�

大
牟
田　

拓　

海

忍
辱
太
子
譚
の
享
受
と
展
開 

﻿

― 『
直
談
因
縁
集
』 

巻
四
第
十
三
話
を
中
心
に

― ��

森　
　
　

誠　

子

『
日
本
書
紀
』
倭や

ま
と迹と

迹と

日び

百も
も

襲そ

姫ひ
め

の
託
宣
に
お
け
る「
憑
」
に
つ
い
て
の
考
察 �

�

藤　

崎　

祐　

二
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○
文
献
探
究　

第
五
六
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
発
行
）

《
口
絵
・
解
説
》『
朝
鮮
活
字
標
本
』（
九
州
大
学
附
属
図
書
館 

春
日
政
治
・

和
男
文
庫
蔵
） ��

蛭　

沼　

芽　

衣

九
州
大
学
蔵
〔
林
屋
正
蔵
咄
本
〕
改
め
「
忠
臣
蔵
道
化
縁
起
」
翻
刻
と 

﻿

解
題
（
下
） ��

前　

田　

桂　

子

西
村
遠
里
『
居
行
子
』 ―
解
題
と
翻
刻

― （
二
） ��

吉　

田　
　
　

宰

『
児
戯
笑
談
』
解
題
と
翻
刻
（
二
） ��

脇　

山　

真　

衣

九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
五
轉
受
仮
字
大
概
」
解
題
と
翻
刻  �



�

蛭
沼
芽
衣
・
門
屋
飛
央
・
藤
田
優
子
・
高
須
芳
之
介
・
大
宅
芙
美

○
西
日
本
国
語
国
文
学　

第
五
号
（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
発
行
）

『
今
と
り
か
へ
ば
や
』
女
装
の
男
君
に
つ
い
て
の
一
考
察 

﻿
	

―
潜
在
す
る
〈
男
性
性
〉
と
、
そ
の
解
放

― ��
田　

島　

智　

弘

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
「
学
生
を
そ
だ
て
る
国
語
国
文
学
の
教
育
」

	

は
じ
め
に ��

二
階
堂　
　
　

整

	

「
小
さ
な
こ
と
ば
た
ち
」
に
目
を
向
け
ら
れ
る
学
生
を
そ
だ
て
る
た
め
に �

�

松　

尾　

弘　

徳﻿
�

（
関
係
者
の
み
）

中
国
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
三
十
年
度
前
期
（
春
学
期
・
夏
学
期
）

基
幹
教
育
科
目

文
系
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
科
目
（
文
学
・
言
語
学
入
門
） ��

静　

永　

教　

授

文
学
部

講
義　

長
恨
歌
・
長
恨
歌
伝
講
読 ��

静　

永　

教　

授

講
義　

中
国
白
話
文
学
研
究 ��

井　

口　

講　

師

演
習　

唐
詩
残
篇
訳
注 ��

静　

永　

教　

授

演
習　

中
国
白
話
小
説
講
読 ��

井　

口　

講　

師

演
習　

中
国
語
文
法
研
究 ��

（
言
語
文
化
研
究
院
）
西　

山　

教　

授

演
習　

古
典
文
学
作
品
研
読 ��

林　
　
　

教　

師

演
習　

中
国
文
学
研
究
法 ��

林
教
師
・
井
口
講
師
・
静
永
教
授

中
国
語 （
中
級
） 

Ⅲ
・
中
国
語
初
歩
Ⅰ ��

（
佐
賀
大
学
）
中
尾
友
香
梨
准
教
授

中
国
語
会
話
Ⅰ
・
中
国
語
作
文
Ⅰ ��

林　
　
　

教　

師

人
文
科
学
府

�

＊
印
は
他
講
座
教
員
と
の
共
同
オ
ム
ニ
バ
ス
授
業

現
代
文
化
論
Ｃ ��

井＊

口
講
師
・
静＊

永
教
授

演
習　

文
選
の
研
究 ��

静　

永　

教　

授

演
習　

明
代
文
学
研
究
法 ��

井　

口　

講　

師

演
習
・
博
士
演
習　

中
国
文
学
研
究
法 ��

林
教
師
・
井
口
講
師
・
静
永
教
授

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 ��

井　

口　

講　

師
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論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 ��

静　

永　

教　

授

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
模
擬
講
義 ��

井　

口　

講　

師

平
成
三
十
年
度
後
期
（
秋
学
期
・
冬
学
期
）

文
学
部
共
通
科
目

�

＊
印
は
他
講
座
教
員
と
の
共
同
オ
ム
ニ
バ
ス
授
業

人
文
学
基
礎
Ⅱ　

中
国
の
伝
統
文
学
と
大
衆
文
学
に
つ
い
て �


�

井＊

口
講
師
・
静＊

永
教
授

文
学
部

講
義　

中
国
白
話
文
学
研
究 ��

井　

口　

講　

師

演
習　

唐
詩
残
篇
訳
注 ��

静　

永　

教　

授

演
習　

中
国
白
話
小
説
講
読 ��

井　

口　

講　

師

演
習　

古
典
文
学
作
品
研
読 ��
林　
　
　

教　

師

演
習　

中
国
文
学
研
究
法 ��

林
教
師
・
井
口
講
師
・
静
永
教
授

中
国
語 （
中
級
） 

Ⅳ
・
中
国
語
初
歩
Ⅱ ��

（
佐
賀
大
学
）
中
尾
友
香
梨
准
教
授

中
国
語
会
話
Ⅱ
・
中
国
語
作
文
Ⅱ ��

林　
　
　

教　

師

集
中
講
義　

中
国
演
劇
史
の
研
究 ��

（
京
都
府
立
大
学
）
小 

松　

謙 

教
授

人
文
科
学
府

演
習　

文
選
の
研
究 ��

静　

永　

教　

授

演
習　

明
代
文
学
研
究
法 ��

井　

口　

講　

師

演
習
・
博
士
演
習　

中
国
文
学
研
究
法 ��

林
教
師
・
井
口
講
師
・
静
永
教
授

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 ��

井　

口　

講　

師

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 ��

静　

永　

教　

授

学
会
・
研
究
室
行
事
等

○
中
国
文
藝
座
談
会

第
二
九
七
回
（
二
〇
一
八
年
一
月
二
十
七
日
） ��

於
文
学
部
四
階
会
議
室

司
馬
相
如
「
大
人
賦
」
に
つ
い
て ��

木　

村　

淳　

美

「
目
連
変
文
」
の
文
体
研
究 ��

下　

川　

純　

奈

『
水
滸
伝
』
の
人
物
像
研
究 ��

鶴　

田　
　
　

茜

白
蛇
伝
物
語
の
諸
相 ��

諏
訪
田　

実　

紀

程
小
青
と
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル

―
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
翻
訳
研
究 �

�

木
佐
木　

映　

見

日
本
内
閣
文
庫
所
蔵
の
『
極
玄
集
』
に
つ
い
て ��

汪　
　
　
　
　

涵

第
二
九
八
回
（
二
〇
一
八
年
三
月
三
日
） ��

於
文
学
部
四
階
会
議
室

武
定
侯
郭
勛
と
通
俗
白
話
歴
史
小
説 ��

井　

口　

千　

雪

黄
庭
堅
と
蘇
軾
「
和
陶
詩
」 ��

原　

田　
　
　

愛

「
長
恨
歌
」
と
中
唐
の
「
尤
物
」
論 ��

竹　

村　

則　

行

第
二
九
九
回
（
二
〇
一
八
年
四
月
二
十
八
日
） ��

於
教
育
学
部
一
階
会
議
室

白
居
易
の
描
い
た
悲
劇
の
王
妃
た
ち ��

干　
　
　

佳　

林

日
本
白
居
易
研
究
に
お
け
る
「
四
傑
」  

﻿

―
平
岡
武
夫
・
花
房
英
樹
・
太
田
次
男
・
岡
村
繁

― ��

李　
　
　

宝　

霖

周
作
人
の
「
草
木
虫
魚
」
シ
リ
ー
ズ （
前
篇
） ―
鳥
獣
虫
魚
小
品

― �
�

呉　
　
　

紅　

華

『
西
廂
記
』
評
点
本
に
つ
い
て ��

黄　
　
　

冬　

柏
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第
三
〇
〇
回
（
二
〇
一
八
年
七
月
十
四
日
） ��

於
文
学
部
四
階
会
議
室

『
李
嶠
百
詠
』
と
初
唐
に
お
け
る
詠
物
詩
の
変
革 ��

胡　
　
　

凌　

燕

荻
生
徂
徠
に
お
け
る
王
世
貞
の
文
学
思
想
の
受
容 ��

薛　
　
　

欣　

欣

『
四
庫
全
書
総
目
』
の
殿
本
と
浙
本
の
比
較

―「
史
部
」
を
中
心
と
し
て �

�

楊　
　
　
　
　

柳

死
と
向
き
合
う
陸
機

― 「
歎
逝
賦
」
と
「
挽
歌
詩
」
を
中
心
と
し
て �


�

王　
　
　

昊　

聰

三
百
回
を
通
過
し
た
中
国
文
藝
座
談
会 ��

竹　

村　

則　

行

第
三
〇
一
回
（
二
〇
一
八
年
十
一
月
十
七
日
） �

�

於
伊
都
イ
ー
ス
ト
一
号
館
六
階
中
国
文
学
研
究
室

馮
夢
龍
の
笑
話
集
編
纂
に
つ
い
て ��

山　

口　

綾　

子

西
晋
に
お
け
る
「
雷
電
」
と
陸
機 ��

王　
　
　

昊　

聰

妻
を
暗
示
す
る
唐
詩
に
つ
い
て ��
静　

永　
　
　

健

○
中
国《
文
選
》学
研
究
会
第
十
三
届
年
会
曁
「
百
年
選
学:
回
顧
与
展
望
」

国
際
学
術
研
討
会 ��

（
二
〇
一
八
年
八
月
四
日
～
五
日
、
於
北
京
大
学
）

関
於
《
幽
通
賦
》
曹
大
家
注
的
学
術
性
所
在 ��

栗　

山　

雅　

央

読
《
文
選
集
注
》
札
記 ��

静　

永　
　
　

健

○
九
州
大
学
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
完
成
記
念
人
文
科
学
研
究
院
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
の
移
動
と
人
文
学
的
変
容
」

セ
ク
シ
ョ
ン
Ⅱ
「
移
ろ
え
ど
変
わ
ら
ぬ
和
漢
古
典
の
魅
力
（
変
又
不

変
的
和
漢
古
典
文
学
之
魅
力
）」 （
国
文
研
究
室
と
の
共
同
開
催
） �

�

（
二
〇
一
八
年
九
月
二
十
一
日
、
於
伊
都
Ｃ
Ｐ
・
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
）

基
調
講
演: 『
聯
珠
詩
格
』
と
江
戸
漢
詩
の
大
衆
化 �


�

（
成
蹊
大
学
名
誉
教
授
・
学
士
院
会
員
）　

揖　

斐　
　
　

高

論
建
安
文
学
批
評
的
発
生 �


�

（
北
京
大
学
教
授
・
中
国
文
選
学
会
会
長
）　

傅　
　
　
　
　

剛

唐
代
「
格
」「
律
」「
体
」
及
相
関
詩
学
概
念
考
釈 �


�

（
北
京
大
学
教
授
・
中
国
唐
代
学
会
理
事
）　

杜　
　
　

暁　

勤

日
中
で
異
な
る
「
長
恨
歌
」
の
本
文 ��

静　

永　
　
　

健

空
海
の
漢
詩
文
を
通
じ
て
平
安
朝
の
「
境
界
」
を
読
み
直
す �


�

（
四
川
大
学
副
教
授
）　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ツ
ダ

東
ア
ジ
ア
勧
善
書
の
移
動
と
庶
民
教
育 �


�

（
東
明
大
学
校
教
授
）　

成　
　
　

海　

俊

嵯
峨
本
再
考 ��

（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）　

入　

口　

敦　

志

文
求
堂
田
中
慶
太
郎
父
子
的
漢
籍
集
蔵
与
鑑
識 �


�

（
北
京
大
学
教
授
・
同
文
献
学
セ
ン
タ
ー
長
）　

劉　
　
　

玉　

才

経
書
註
釈
と
博
物
学
の
間:

江
戸
時
代
に
お
け
る
「
詩
経
図
」
に
つ
い
て �

�

（
東
京
大
学
教
授
）　

陳　
　
　
　
　

捷﻿
�

司
会
／
川
平
敏
文
・
静
永
健

○
第
七
十
回
日
本
中
国
学
会
大
会
発
表 �


�

（
二
〇
一
八
年
十
月
六
日
～
七
日
、
於
東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
）

武
定
侯
郭
勛
と
通
俗
歴
史
白
話
小
説 

﻿
	

（
次
世
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 「
武
人
・
武
官
と
文
学
」） ��

井　

口　

千　

雪
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漢
魏
六
朝
時
代
に
お
け
る
騒
体
賦
の
変
貌 

﻿
	

―
本
文
生
成
と
文
体
選
択
の
二
重
視
座
か
ら

― ��

林　
　
　

暁　

光

李
嶠
「
宝
剣
篇
」
創
作
考

―
昇
仙
太
子
の
剣
を
手
が
か
り
と
し
て

― �
�

種　

村　

由
季
子

研
究
室
刊
行
物

○ 『
中
国
文
学
論
集
』
第
四
十
七
号（
二
〇
一
八
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行
）

三
百
回
を
通
過
し
た
中
国
文
藝
座
談
会

―
五
百
回
を
目
指
し
て

― �


�

竹　

村　

則　

行

『
李
嶠
百
二
十
詠
』
に
お
け
る
初
唐
詠
物
詩
の
変
革 ��

胡　
　
　

凌　

燕

空
海
の
漢
詩
文
を
通
し
て
平
安
朝
の
「
境
界
」
を
読
み
直
す 

﻿
	

― 『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』 

巻
一 「
野
陸
州
に
贈
る
歌
」 
を
中
心
に

― �


�

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ツ
ダ

武
定
侯
郭
勛
の
人
脈

―
そ
の
文
学
活
動
を
支
え
た
も
の （
前
編
） �


�

井　

口　

千　

雪

周
之
標
編
著
活
動
考 ��

岩　

崎　

華
奈
子

荻
生
徂
徠
に
お
け
る
王
世
貞
文
藝
思
想
の
受
容 ��

薛　
　
　

欣　

欣

『
四
庫
全
書
総
目
』
の
殿
本
と
浙
本
の
比
較

―「
史
部
」
を
中
心
と
し
て �

�

楊　
　
　
　
　

柳

社
会
連
携
事
業

中
国
外
交
部
報
道
局
メ
デ
ィ
ア
訪
問
団
と
の
懇
談
会 �


�

（
二
〇
一
八
年
四
月
二
十
五
日
、
於
箱
崎
・
法
学
部
二
階
会
議
室
）﻿
�

中
文
研
究
室
教
員
及
び
学
生
一
同

教
員
免
許
状
（
国
語
科
）
更
新
講
習 �


�

（
二
〇
一
八
年
十
月
二
十
八
日
、
於
九
大
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
）

中
学
高
校
に
お
け
る
漢
文
教
材
の
再
検
討 ��

静　

永　
　
　

健

記
念
中
日
平
和
友
好
条
約
締
結
四
十
周
年
・
記
念
中
国
改
革
開
放
四
十
周

年
座
談
会 ��

（
二
〇
一
八
年
十
月
二
十
三
日
、
於
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
博
多
）

初
め
て
の
旅
行
で
知
っ
た
新
し
い
中
国 ��

大
園
大
輔
・
福
田
華
矢

人
事
異
動

鍾　
　
　

東	�


三
月
三
十
一
日
、
招
聘
外
国
人
教
師
の
任
期
を
満
了
し
、

北
京
大
学
中
文
系
に
帰
任
。

林　
　

暁
光	�



四
月
一
日
、
特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
教
員
（
外
国
人
教
師
）

と
し
て
、
浙
江
大
学
人
文
学
院
よ
り
着
任
。

甲
斐　

雄
一	�



四
月
一
日
、
明
治
大
学
文
学
部
講
師
に
着
任
。

栗
山　

雅
央	�



四
月
一
日
、
西
南
学
院
大
学
国
際
文
化
学
部
助
教
に
着
任
。

長
谷
川
真
史	�



四
月
一
日
、
東
京
学
芸
大
学
特
任
講
師
に
着
任
。
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英
語
学
・
英
文
学
研
究
室

講
義
題
目
（
平
成
三
十
年
度
前
学
期
）

英
語
学

論
文
指
導　

論
文
指
導 ��

西　

岡　

教　

授

論
文
指
導　

論
文
指
導 ��

大　

橋　

教　

授

博
士
演
習　

生
成
文
法
研
究 ��

西　

岡　

教　

授

博
士
演
習　

認
知
言
語
学
入
門
Ⅰ ��

大　

橋　

教　

授

英
語
学
講
義
Ⅱ　

英
語
学
概
論 ��

西　

岡　

教　

授

英
語
学
演
習
Ⅺ　

英
語
統
語
論
入
門 ��

西　

岡　

教　

授

英
語
学
演
習
Ⅱ　

English Phonetics and Phonetic A
nalysis �


�

ル 

ー 

ナ 

准
教
授

英
語
学
演
習
Ⅻ　

English in Intercultural Com
m

unication �


�
ル 
ー 

ナ 

准
教
授

英
語
学
特
論
Ⅱ　

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
統
語
論 ��

西　

岡　

教　

授

英
語
学
研
究
Ⅱ　

生
成
文
法
研
究 ��

西　

岡　

教　

授

英
語
学
研
究
Ⅴ　

認
知
言
語
学
入
門
Ⅰ ��

大　

橋　

教　

授

英
語
学
特
殊
研
究
Ⅰ　

Cognitive A
pproaches to Gram

m
ar �


�

ル 

ー 

ナ 

准
教
授

英
会
話
Ⅰ
（
専
攻
生
）　

English Conversation I ��

ル 

ー 

ナ 

准
教
授

英
作
文
Ⅰ　

English Com
position 1‌ ��

ル 

ー 

ナ 

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学

論
文
指
導　

論
文
指
導 ��

鵜　

飼　

教　

授

博
士
演
習　

V
irginia W

oolf, T
o the Lighthouse

研
究 �


�

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅳ　

Jane A
usten

研
究 ��

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅴ　

Charles D
ickens

研
究 ��

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅰ　

Jane A
usten, Sense and Sensibility

論 �
�

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅲ　

V
irginia W

oolf, T
o the Lighthouse

研
究 �

�

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
講
義
Ⅴ　

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
の
詩
を
読
む �


�

（
東
京
大
学
総
合
文
化
研
究
科
）　

ア
ル
ヴ
ィ
な
ほ
子
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅷ　

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
の
詩
を
読
む �


�

（
東
京
大
学
総
合
文
化
研
究
科
）　

ア
ル
ヴ
ィ
な
ほ
子
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学

論
文
指
導　

論
文
指
導 ��

高　

野　

准
教
授

博
士
演
習　

D
on D

eLillo

のLibra

を
読
む ��

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
講
義
Ⅰ　

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
小
説
技
巧 （『
日
は
ま
た
昇
る
』） �

�

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅳ　

H
erm

an M
elville

のR
edburn

を
読
む �


�

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅷ　

M
elville’s short fiction ��

ク
ロ
ン
ツ
准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅹ　

T
he Crying of L

ot 4‌9 ��

ク
ロ
ン
ツ
准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
Ⅰ　

D
on D

eLillo

のLibra

を
読
む �


�

高　

野　

准
教
授
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ア
メ
リ
カ
文
学
特
論
Ⅰ　

Ernest H
em

ingw
ay, For W

hom
 the Bell 

T
olls

の
批
評
史 ��

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
Ⅰ　

M
elville’s C

onfidence M
an �


�

ク
ロ
ン
ツ
准
教
授

英
会
話
Ⅰ （
専
攻
生
以
外
）　

Conversation I ��

ク
ロ
ン
ツ
准
教
授

英
語
Ⅴ　

Rhetoric and Interpretation ��

ク
ロ
ン
ツ
准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
講
義
Ⅵ　

ア
メ
リ
カ
の
音
楽
文
化 �


�

（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
）
大
和
田
俊
之
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
特
論
Ⅵ　

ア
メ
リ
カ
の
音
楽
文
化 �


�

（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
）
大
和
田
俊
之
教
授

講
義
題
目
（
平
成
三
十
年
年
度
後
学
期
）

英
語
学

論
文
指
導　

論
文
指
導 ��
西　

岡　

教　

授

論
文
指
導　

論
文
指
導 ��

大　

橋　

教　

授

博
士
演
習　

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
統
語
分
析
研
究
Ⅱ�

西　

岡　

教　

授

博
士
演
習　

認
知
言
語
学
入
門
Ⅱ ��

大　

橋　

教　

授

英
語
学
演
習
Ⅲ　

談
話
概
念
と
文
法
現
象 ��

西　

岡　

教　

授

英
語
学
演
習
Ⅴ　

Language and Society ��

ル 

ー 

ナ 

准
教
授

英
語
学
演
習
Ⅵ　

英
語
統
語
論
入
門
Ⅱ ��

西　

岡　

教　

授

英
語
学
特
論
Ⅲ　

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
統
語
分
析
Ⅱ ��

西　

岡　

教　

授

英
語
学
研
究
Ⅲ　

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
統
語
分
析
研
究
Ⅱ � ��

西　

岡　

教　

授

英
語
学
研
究
Ⅵ　

認
知
言
語
学
入
門
Ⅱ ��

大　

橋　

教　

授

英
語
学
特
殊
研
究
Ⅱ　

Language and Culture ��

ル 

ー 

ナ 

准
教
授

英
会
話
Ⅱ　

English Conversation II ��

ル 

ー 

ナ 

准
教
授

英
米
研
究　

A
t hom

e, at w
ork, at play: the underside of A

m
erican 

and British cultures ��

ル 

ー 

ナ 

准
教
授

英
語
Ⅵ　

W
ritten English D

iscourse A
nalysis ��

ル 

ー 

ナ 

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学

論
文
指
導　

論
文
指
導 ��

鵜　

飼　

教　

授

博
士
演
習　

V
irginia W

oolf, T
he W

aves

研
究 ��

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
講
義
Ⅳ　

Jane A
usten

論 ��

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅵ　

D
aniel D

efoe

研
究 ��

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅱ　

W
alter Scott, W

averley

論 �


�

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅳ　

V
irginia W

oolf, T
he W

aves

研
究 �


�

鵜　

飼　

教　

授

ア
メ
リ
カ
文
学

論
文
指
導　

論
文
指
導 ��

高　

野　

准
教
授

博
士
演
習　

批
評
理
論
入
門 ��

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅰ　

F. Scott Fitzgerald

のT
he G

reat G
atsby

を
読
む ��

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
Ⅻ　

Edgar A
llan Poe

、
恐
怖
と
グ
ロ
テ
ス
ク �


�

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅴ　

A
m

erican Literature ��

ク
ロ
ン
ツ
准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
Ⅱ　

批
評
理
論
入
門 ��

高　

野　

准
教
授
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ア
メ
リ
カ
文
学
特
論
Ⅱ　

Frank N
orris

のM
cT

eague

を
読
む �


�

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
Ⅱ　

T
he N

ew
 York T

rilogy ��

ク
ロ
ン
ツ
准
教
授

英
会
話
Ⅱ
（
専
攻
生
以
外
）　

Conversation II ��

ク
ロ
ン
ツ
准
教
授

英
作
文
Ⅱ　

Com
position ��

ク
ロ
ン
ツ
准
教
授

英
語
Ⅵ　

To be announced ��

ク
ロ
ン
ツ
准
教
授

学
会
・
研
究
室
行
事

日
本
英
文
学
会
九
州
支
部
第
71
回
大
会
研
究
発
表 �


�

（
２
０
１
８
年
10
月　

於　

九
州
女
子
大
学
）

英
語
学

ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
に
よ
る
フ
レ
ー
ム
規
定

―over
の
従
事
用
法
を
中
心
に �

�
石　

垣　

恵　

一

CP phase

に
関
す
る
研
究

―Phase Candidate
分
析 �


�

阿　

部　

慎
太
郎

（
非
）
等
位
構
造
に
お
け
る
右
方
節
点
繰
り
上
げ
と
空
所
化 �


�

臼　

井　

悠　

香

イ
ギ
リ
ス
文
学

忍
耐
と
バ
ラ
ン
ス
の
主
人
公

―Persuasion

に
見
る
、
情
念
に
向
き
合

い
続
け
る
意
志 ��

福　

永　
　
　

綾

ア
メ
リ
カ
文
学

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
見
るO

edipa

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観

―T
he Crying 

of Lot 4‌9

の
パ
ラ
ノ
イ
ア
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー ��

津　

曲　

香　

星

自
己
の
内
面
へ
の“a little private plot”

へ
の
鍵

―H
enry Jam

es

の

R
oderick H

udson

に
描
か
れ
る
葛
藤 ��

川　

村　

真　

央

潔
癖
な
ロ
マ
ン
ス

―T
he Sun A

lso R
ises

に
見
るH

em
ingw

ay

の

旧
価
値
観 ��

霜　

田　

桃　

子

英
語
学

ELSJ International Spring Forum
 2018  �


�

（
２
０
１
８
年
5
月　

於　

北
海
道
大
学
）

The structure of free relatives and decom
position of wh operators �

�
N

orim
asa H

ayashi

日
本
言
語
学
会
第
156
回
大
会 ��

（
２
０
１
８
年
6
月　

於　

東
京
大
学
）

ラ
ベ
ル
に
お
け
るH

ead

の
強
弱
の
除
去 ��

林　
　
　

愼　

将

生
物
学
・
言
語
学
研
究
交
流
会 ��

（
２
０
１
８
年
8
月　

於　

九
州
大
学
）

生
物
学
と
言
語
学
の
接
点
を
求
め
て ��

吉　

村　

理　

一

日
本
認
知
言
語
学
会
第
19
回
全
国
大
会 �


�

（
２
０
１
８
年
9
月　

於　

静
岡
大
学
）

フ
レ
ー
ム
意
味
論
か
ら
見
たover 

の
従
事
用
法 ��

石　

垣　

恵　

一
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日
本
言
語
学
会
第
157
回
大
会 ��

（
２
０
１
８
年
11
月　

於　

京
都
大
学
）

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
に
お
け
る
ラ
ベ
ル
の
働
き
に
つ
い
て �


�

林　
　
　

愼　

将

前
置
詞
残
留
か
ら
見
る
削
除
現
象
の
派
生 ��

臼　

井　

悠　

香

日
本
英
語
学
会
第
36
回
大
会 ��（
２
０
１
８
年
11
月　

於　

横
浜
国
立
大
学
）

制
限
関
係
節
に
お
け
る
再
構
築
と
主
語
の
移
動
に
関
し
て

―PO
P+

と

BEA

の
観
点
か
ら

― ��

林　
　
　

愼　

将

第
38
回
福
岡
認
知
言
語
学
会 ��（
２
０
１
８
年
11
月　

於　

西
南
学
院
大
学
）

従
事
と
時
間

―
メ
ト
ニ
ミ
ー
的
観
点
か
ら ��

石　

垣　

恵　

一

イ
ギ
リ
ス
文
学

日
本
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
協
会
第
30
回
大
会 �


�

（
２
０
１
８
年
6
月　

於　

法
政
大
学
）

ト
リ
エ
ス
テ
の
ジ
ョ
イ
ス
：E

xiles

に
見
る
映
画
館
事
業
とP. B. 
シ
ェ

リ
ー
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
表
） ��

岩　

下　

い
ず
み

第
57
回
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
学
会 �


�

（
２
０
１
８
年
10
月　

於　

津
田
塾
大
学
小
平
キ
ャ
ン
パ
ス
）

裸
の
リ
ア
／
着
衣
の
リ
ア

―『
リ
ア
王
』
に
お
け
る
王
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
と
衣
服 ��

高　

森　

暁　

子

日
本
英
文
学
会
中
国
四
国
支
部
第
71
回
大
会 �


�

（
２
０
１
８
年
10
月　

於　

鳥
取
大
学
）

A
 Portrait of the A

rtist as a Young M
an

の
鳥
表
象
と
芸
術
家
像

の
再
考

―
イ
ェ
イ
ツ
と
シ
ェ
リ
ー
作
品
と
の
つ
な
が
り �


�

岩　

下　

い
ず
み

ア
メ
リ
カ
文
学

日
本
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー
ソ
ー
ン
協
会
第
68
回
九
州
支
部
会 �


�

（
２
０
１
８
年
6
月　

於　

北
九
州
市
立
大
学
）

『
大
理
石
の
牧
神
』
に
お
け
る
モ
デ
ル
の
崩
壊
と
物
語
の
喪
失 �


�

山　

口　

晋　

平

九
州
ア
メ
リ
カ
文
学
会
9
月
例
会 �


�

（
２
０
１
８
年
9
月　

於　

西
南
学
院
大
学
）

抑
圧
か
ら
の
解
放
を
求
め
て

―H
enry Jam

es

のR
oderick H

udson

に
み
る
願
望
の
挫
折 ��

川　

村　

真　

央

日
本
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
協
会
第
21
回
大
会 �


�

（
２
０
１
８
年
9
月
8
日　

於　

龍
谷
大
学
）

ブ
ラ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
の
作
用

―G
o D

ow
n, M

oses

に
お
け
る
人
種
観

再
考 ��

松　

下　

紗　

耶
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雑
誌
論
文
・
共
著

『
九
大
英
文
学
』
第
60
号
（
２
０
１
８
年
3
月
）

イ
ギ
リ
ス
文
学

O
rlando’s Binary O

ppositions and T
heir Cyclical Em

ergence �
�

田　

中　

恵　

理

『
虹
』
に
お
け
る
近
代
の
「
不
毛
」 ��

田　

島　

健
太
郎

ア
メ
リ
カ
文
学

“In A
 W

orld W
here T

hings Fall A
part”: T

he Boundary of Self 
in M

rs. D
allow

ay and Sula ��

吉　

田　

希　

依

H
enry Jam

es

の
満
た
さ
れ
な
い
願
望
と
そ
の
葛
藤

―T
he A

m
erican

に
見
る
自
己
の
投
影 ��

川　

村　

真　

央
The Destruction of M

odel and the Lost Story in T
he M

arble Faun �
�

山　

口　

晋　

平

『
日
本
英
文
学
会
第
90
回
大
会Proceedings

』（
２
０
１
８
年
9
月
）

イ
ギ
リ
ス
文
学

U
lysses

に
お
け
る
視
覚
芸
術

―
演
劇
と
写
真
を
中
心
に �


�

岩　

下　

い
ず
み

英
語
学

English Linguistics 

35
巻
1
号 （
２
０
１
８
年
9
月
）

T
he D

erivation of N
on-Restrictive Relative Clauses and their 

Invisibilities ��
N

orim
asa H

ayashi

イ
ギ
リ
ス
文
学

『
英
文
学
研
究
』
第
95
巻
（
２
０
１
８
年
12
月
）

歌
に
酔
い
し
れ
て

―
イ
ア
ー
ゴ
ー
の
歌 ��

高　

森　

暁　

子

人
事
異
動

Carey Benom
	

三
月
三
十
一
日
、
招
聘
外
国
人
教
師
の
任
期
を
満
了
。

Ted Clontz	

三
月
三
十
一
日
、
招
聘
外
国
人
教
師
の
任
期
を
満
了
。

Edm
undo Cruz Luna　

四
月
一
日
、
特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
准
教
授
と
し

て
、
採
用
。

Ted Clontz	

四
月
一
日
、
特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
准
教
授
と
し
て
、
採
用
。
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独
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
三
十
年
度
第
一
学
期

文
学
部
・
独
語
学

作
文　

A
ufsatz ��

ビ
ュ
ッ
ト
ナ
ー
教
師

会
話　

D
EU

T
SCH

 1‌ ��

ビ
ュ
ッ
ト
ナ
ー
教
師

演
習　

D
EU

T
SCH

 2‌ ��

ビ
ュ
ッ
ト
ナ
ー
教
師

講
義　

W
as ist D

eutsch? ��

武　

田　

准
教
授

文
学
部
・
独
文
学

演
習　

背
教
者
の
系
譜
（
１
） ��

小　

黒　

教　

授

演
習　

ゲ
ー
テ
と
自
然
（
１
） ��

武　

田　

准
教
授

講
義　

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
研
究 ��
小　

黒　

教　

授

臨
講　

K
afkas T

iere �


�

（
ウ
ィ
ー
ン
大
学
）Christine IVA

N
O

V
IC

教
授

人
文
科
学
府

演
習　

K
aroline von Günderrode ��

ビ
ュ
ッ
ト
ナ
ー
教
師

演
習　

ヘ
ル
タ
・
ミ
ュ
ラ
ー
（
１
） ��

小　

黒　

教　

授

演
習　

ロ
マ
ン
派
の
批
評 ��

武　

田　

准
教
授

特
研　

K
olloquium

 ��

小
黒
教
授
・
武
田
准
教
授

平
成
三
十
年
度
第
二
学
期

文
学
部
・
独
語
学

会
話　

D
EU

T
SCH

 1‌ ��

ビ
ュ
ッ
ト
ナ
ー
教
師

演
習　

D
EU

T
SCH

 2‌ ��

ビ
ュ
ッ
ト
ナ
ー
教
師

臨
講　

日
独
語
対
照
言
語
学 ��

（
東
北
大
学
）　

嶋
﨑 

啓 

教　

授

文
学
部
・
独
文
学

講
義　

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
『
魔
の
山
』
研
究 ��

小　

黒　

教　

授

講
義　

ロ
マ
ン
テ
ィ
ー
ク
の
誕
生 ��

武　

田　

准
教
授

演
習　

Einführung in die Lyrikanalyse ��

ビ
ュ
ッ
ト
ナ
ー
教
師

演
習　

背
教
者
の
系
譜
（
２
） ��

小　

黒　

教　

授

演
習　

ゲ
ー
テ
と
自
然
（
２
） ��

武　

田　

准
教
授

人
文
科
学
府

演
習　

Christa W
olf K

ein O
rt. N

irgends ��

ビ
ュ
ッ
ト
ナ
ー
教
師

演
習　

シ
ェ
リ
ン
グ
初
期
思
想
を
読
む ��

武　

田　

准
教
授

演
習　

ヘ
ル
タ
・
ミ
ュ
ラ
ー
（
２
） ��

小　

黒　

教　

授

特
研　

K
olloquium

 ��

小
黒
教
授
・
武
田
准
教
授

学
会
・
研
究
室
行
事

○
『
九
州
ド
イ
ツ
文
学
』
第
31
号
（
平
成
二
十
九
年
十
月
発
行
）

〔
論
文
〕

・	

ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
青

―
到
達
し
え
な
い
も
の
を
志
向
す
る �


�

大　

澤　

遼　

可
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・	�

雑
誌
『
白
樺
』
の
ド
イ
ツ
近
代
美
術
受
容
と
そ
の
終
焉

―
ク
リ
ン
ガ
ー
、

ホ
フ
マ
ン
、
フ
ォ
ー
ゲ
ラ
ー
を
め
ぐ
る
言
説 ��

野　

村　

優　

子

・	�K
enji M

iyazaw
as eingentüm

liche O
nom

atopoesien in dem
 

W
erk D

ie Zw
illingssterne und deren deutsche Ü

bersetzung �
�

Susanna D
EL CA

ST
ILLO

・	�

日
本
製
コ
ミ
ッ
ク
に
多
用
さ
れ
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
ド
イ
ツ
語
へ
の
翻
訳

―
動
詞
の
１
形
態Inflektiv

の
活
用
を
中
心
に ��

根　

本　

道　

也

〔
翻
訳
〕

・	�

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ラ
ー
「
人
間
の
動
物
的
本
性
の
精
神
的
本
性
と
の

連
関
に
つ
い
て
の
試
論
」 �


�

長
尾
亮
太
朗
・
高
村
俊
典
・
橋
本
佳
奈
・
池
田
奈
央　

訳﻿
�

武
田
利
勝　

監
訳

〔
書
評
〕

・
根
本
道
也
編
著
『
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
音
語
・
擬
態
語
）
和
独
小
辞
典
』 �

�

野　

口　

達　

人

○
「
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
書
簡
の
公
開
記
念
式
典
」 �


�

（
平
成
三
十
年
三
月
十
日　

於
九
州
大
学
文
学
部
会
議
室
）

記
念
講
演
「
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
日
本
」（
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
協
会
ハ
ン

ス
・
ヴ
ィ
ス
キ
ル
ヒ
ェ
ン
会
長
に
よ
る
通
訳
付
き
ド
イ
ツ
語
講
演
）

○
九
州
大
学
独
文
学
会
第
三
十
二
回
研
究
発
表
会 �


�

　
（
平
成
三
十
年
四
月
二
十
八
日　

於
九
州
大
学
文
学
部
）

・	�「
直
観
」
か
ら
「
精
神
的
直
観
」
へ

―
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ

ル
の
「
発
生
論
的
方
法
」 ��

長　

尾　

亮
太
朗

・	�

帝
国
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
に
お
け
る
祖
国
（Vaterland

）
―F. C. v. 

モ
ー
ザ
ー
を
中
心
に ��

田　

口　

武　

史

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ゲ
ニ
ウ
ス
・
ロ
キ　

さ
よ
な
ら
箱
崎
」

・	�

越
境
の
ト
ポ
ス
箱
崎 ��

小　

黒　

康　

正

・	�

研
究
室
の
扉
を
開
け
て

―
歴
代
助
手
の
ノ
ー
ト
か
ら �


�

堺　
　
　

雅　

志

・	�

片
山
正
雄
と
辞
書
編
纂
の
伝
統 ��

嶋　

﨑　
　
　

啓

・	�

新
制
九
大
独
文
の
黎
明
期

―
高
橋
義
孝
、
文
芸
学
、
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー �

�

池　

田　

紘　

一

○
科
研
研
究
会
第
3
回
国
際
コ
ロ
キ
ウ
ム �


�

（
平
成
三
十
年
九
月
二
十
五
日　

於
九
州
大
学
文
学
部
）

・	�D
as dritte Reich in Japan und D

eutschland vor dem
 ersten 

W
eltkrieg—

H
enrik 

Ibsen, 
D

m
itri 

M
ereschkow

ski 
und 

T
hom

as M
ann. ��

Yasum
asa O

guro

・	�Stefan George und die politische Prophetie ��
Janus Gudian

・	�J. G. H
erder und die O

ffenbarung des Johannes �


�
Yoichiro Shim

ada

・	�Eine Geschichte des W
eltuntergangs ��

Johannes Fried
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仏
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
三
〇
年
度
前
学
期

仏
語
学

演
習　

フ
ラ
ン
ス
語
学
（
仏
会
話
Ⅱ
） ��

ク 

ロ 

ン 

ツ 

教
師

講
義　

フ
ラ
ン
ス
語
学
講
義
Ⅱ ��

〃　
　
　
　

仏
文
学

演
習　

20
世
紀
の
小
説
（
講
読
） ��

吉　

井　

教　

授

演
習　

ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
研
究 ��

〃　
　
　
　

特
論　

フ
ラ
ン
ス
文
学
批
評
研
究 ��

〃　
　
　
　

研
究　

ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
研
究
（
１
） ��

〃　
　
　
　

演
習　

博
士
演
習 ��

〃　
　
　
　

演
習　

論
文
指
導 ��
〃　
　
　
　

演
習　

フ
ラ
ン
ス
近
代
文
学
講
読 ��

髙　

木　

准
教
授

演
習　

フ
ラ
ン
ス
文
学
講
読 ��

〃　
　
　
　

特
論　

文
学
研
究
の
方
法
論 ��

〃　
　
　
　

研
究　

文
学
研
究
の
実
践 ��

〃　
　
　
　

演
習　

博
士
演
習 ��

〃　
　
　
　

演
習　

論
文
指
導 ��

〃　
　
　
　

講
義　

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
研
究 ��

ク 

ロ 

ン 

ツ 

教
師

特
論　

現�

代
造
型
詩 

﻿

─
─
ル
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
か
ら
ル
カ
ま
で ��

　
　
　
　

〃　
　
　
　

研
究　

ジ
ャ
ン
・
ジ
ロ
ド
ゥ
『
エ
レ
ク
ト
ル
』 ��

ク 

ロ 

ン 

ツ 

教
師

臨
講　

プ
ル
ー
ス
ト
に
お
け
る
音
楽
受
容
と
小
説
創
造 �


�

（
大
阪
大
学
大
学
院
）　

和 

田 

章 

男 

教
授

平
成
三
〇
年
度
後
学
期

仏
語
学

演
習　

フ
ラ
ン
ス
語
学
（
仏
作
文
Ⅱ
） ��

ク 

ロ 

ン 

ツ 

教
師

演
習　

フ
ラ
ン
ス
語
学
演
習
Ⅱ ��

〃　
　
　
　

仏
文
学

演
習　

20
世
紀
の
小
説
（
講
読
） ��

吉　

井　

教　

授

演
習　

20
世
紀
の
文
学
批
評
（
講
読
） ��

〃　
　
　
　

特
論　

フ
ラ
ン
ス
文
学
批
評
研
究 ��

〃　
　
　
　

研
究　

ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
研
究 （
2
） ��

〃　
　
　
　

演
習　

博
士
演
習 ��

〃　
　
　
　

演
習　

論
文
指
導 ��

〃　
　
　
　

演
習　

フ
ラ
ン
ス
近
代
文
学
講
読 ��

髙　

木　

准
教
授

演
習　

フ
ラ
ン
ス
文
学
講
読 ��

〃　
　
　
　

特
論　

文
学
研
究
の
方
法
論 ��

〃　
　
　
　

研
究　

文
学
研
究
の
実
践 ��

〃　
　
　
　

演
習　

博
士
演
習 ��

〃　
　
　
　

演
習　

論
文
指
導 ��

〃　
　
　
　

特
論　

ゲ
ラ
シ
ム
・
ル
カ
研
究 ��

ク 

ロ 

ン 

ツ 

教
師

研
究　

ジ
ャ
ン
・
ジ
ロ
ド
ゥ
『
エ
レ
ク
ト
ル
』 ��

〃　
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学
会
・
研
究
室
行
事

仏
文
学
関
係

「
ス
テ
ラ
」 
第
36
号
（
平
成
二
十
九
年
十
二
月
発
行
）

L’A
m

our absolu d’A
lfred Jarry, un récit d’im

ages �


�
A

urélie BR
IQ

U
ET

百
閒
漫
歩

―
逢
魔
が
時
の
文
学

― （
そ
の
８
） ��

森　
　

茂 

太 

郎

世
界
表
象
の
光
と
闇 

﻿
	

―
エ
ナ
ル
ゲ
イ
ア
と
エ
ネ
ル
ゲ
イ
ア
の
概
念
を
め
ぐ
っ
て

― �


�

玉　

田　

敦　

子

詩
人
と
ガ
ラ
ス
瓶

―
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
の
「
兄
」「
姉
」
を
め
ぐ
っ
て

― �
�

倉　

方　

健　

作

プ
ル
ー
ス
ト
と
ワ
ー
グ
ナ
ー
受
容 

﻿
	

―
啓
示
と
し
て
の
『
パ
ル
ジ
フ
ァ
ル
』

― ��
和　

田　

章　

男

プ
ル
ー
ス
ト
と
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
の
教
会 

﻿
	

―
リ
ジ
ュ
ー
と
タ
オ
ン

― ��
加　

藤　

靖　

恵

プ
ル
ー
ス
ト
の
初
期
作
品
に
お
け
る
「
風
景
」 

﻿
	

―
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
「
芸
術
家
の
告
白
の
祈
り
」
と
の
関
連
で

― �


�

津　

森　

圭　

一

ラ
・
ベ
ル
マ
の
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』 

﻿
	

―
別
離
の
苦
悩
と
ラ
シ
ー
ヌ
の
詩
句

― ��

松　

原　

陽　

子

菩
提
樹
の
記
憶 

﻿
	

―『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
に
お
け
る
「
復
活
」
の
モ
チ
ー
フ

― �
�

中　

野　

知　

律

ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
詩
集
『
旧
詩
帖
』
の
題
名
と
構
成 ��

鳥　

山　

定　

嗣

ヴ
ァ
レ
リ
ー
と
『
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ル
ー
ヴ
ェ
ン
』 

﻿
	

―
魅
惑
さ
れ
た
ナ
ル
シ
ス

― ��

髙　

木　

信　

宏

表
象
は
神
へ
の
供
物
た
り
う
る
か 

﻿
	

―
ド
リ
ュ
・
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル
の
『
ブ
レ
ー
シ
ュ
』
異
文

― �


�

松　

尾　
　
　

剛

《
書
評
》
ク
レ
マ
ン
ス
・
カ
ル
ド
ン
＝
カ
ン 

﻿
	

『
文
芸
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
へ

―
民
主
化
時
代
の
学
問
分
野
』 �


�

飯　

田　

伸　

二

日
記
体
小
説
の
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て

―
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
の
場
合

― �
�

小　

坂　

美　

樹

『
背
徳
者
』
に
お
け
る
病 

﻿
	

―
ジ
ッ
ド
の
ニ
ー
チ
ェ
解
釈
と
キ
リ
ス
ト
教
思
想
を
踏
ま
え
て

― �
�

西　

村　

晶　

絵

ジ
ッ
ド
と
ア
ン
ド
レ
・
ボ
ー
ニ
エ ��

吉　

井　

亮　

雄
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言
語
学
研
究
室

講
義
題
目

文
学
部

平
成
三
十
年
度
前
期

概
論　

言
語
学
概
論 ��

上
山
あ
ゆ
み
・
下
地
理
則
・
太
田
真
理

演
習　

対
話
の
構
造 ��

上　

山　

あ
ゆ
み

講
義　

音
声
学
道
場
／
フ
ィ
ー
ル
ド
道
場 ��

下　

地　

理　

則

講
義　

言
語
の
脳
科
学
入
門 ��

太　

田　

真　

理

実
習　

卒
業
論
文
指
導 ��

各　
　

教　
　

員

講
義
（
集
中
）　

生
成
文
法
概
論 ��

（
上
智
大
学
）
福　

井　

直　

樹

平
成
三
十
年
度
後
期

講
義　

統
語
意
味
論
：
構
造
構
築
と
意
味 ��
上　

山　

あ
ゆ
み

演
習　

言
語
類
型
論 ��

下　

地　

理　

則

演
習　

言
語
研
究
の
た
め
の
計
測
・
統
計 ��

太　

田　

真　

理

実
習　

卒
業
論
文
指
導 ��

各　
　

教　
　

員

講
義
（
集
中
）　

現
代
日
本
語
の
統
語
・
意
味
解
析
コ
ー
パ
ス �


�

（
国
立
国
語
研
究
所
）
長　

崎　
　
　

郁

�
Stephan W

right H
orn

講
義
（
集
中
）　

音
韻
論
入
門 ��

（
東
北
学
院
大
学
）
那
須
川　

訓　

也

人
文
科
学
府

平
成
三
十
年
度
前
期

特
論　

生
成
文
法
の
考
え
方 ��

上　

山　

あ
ゆ
み

研
究　

統
語
論
の
諸
問
題 ��

上　

山　

あ
ゆ
み

特
論　

音
韻
論
の
基
礎 ��

下　

地　

理　

則

研
究　

構
造
主
義
言
語
学 ��

下　

地　

理　

則

特
論　

言
語
の
脳
科
学
入
門 ��

太　

田　

真　

理

研
究　

生
物
言
語
学 ��

太　

田　

真　

理

言
語
学
研
究
法 ��

全　
　

教　
　

員

論
文
指
導 ��

各　
　

教　
　

員

博
士
演
習 ��

各　
　

教　
　

員

特
論 （
集
中
）　

生
成
文
法
の
原
理 ��

（
上
智
大
学
）
福　

井　

直　

樹

平
成
三
十
年
度
後
期

特
論　

生
成
文
法
の
考
え
方 ��

上　

山　

あ
ゆ
み

研
究　

統
語
論
の
諸
問
題 ��

上　

山　

あ
ゆ
み

特
論　

グ
ラ
マ
ー
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ ��

下　

地　

理　

則

研
究　

言
語
類
型
論 ��

下　

地　

理　

則

特
論　

言
語
の
脳
科
学
入
門 ��

太　

田　

真　

理

研
究　

生
物
言
語
学 ��

太　

田　

真　

理

言
語
学
研
究
法 ��

全　
　

教　
　

員

論
文
指
導 ��

各　
　

教　
　

員

博
士
演
習 ��

各　
　

教　
　

員
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特
論 （
集
中
）　

現
代
日
本
語
の
統
語
・
意
味
解
析
コ
ー
パ
ス �


�

（
国
立
国
語
研
究
所
）
長　

崎　
　
　

郁﻿
�

Stephan W
right H

orn

特
論 （
集
中
）　

音
韻
論
入
門 ��

（
東
北
学
院
大
学
）
那
須
川　

訓　

也

学
会
・
研
究
室
行
事

九
州
大
学
言
語
学
研
究
会

第
百
五
回

（
二
〇
一
七
年
十
二
月
二
十
二
日 �

�

理
系
地
区
旧
工
学
部
本
館
2
Ｆ 

4
番
講
義
室
）

「
宮
城
県
登
米
町
方
言
の
情
報
構
造
と
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
」 �


�

（
成
城
大
学
）
竹　

内　

史　

郎

第
百
六
回

 �（
二
〇
一
八
年
一
月
二
十
六
日　

文
学
部
会
議
室
）

「
南
琉
球
八
重
山
西
表
船
浮
方
言
の
焦
点
助
詞
の
記
述
」 �


�

（
九
州
大
学
）
占　

部　

由　

子

「
宮
崎
県
椎
葉
村
尾
前
方
言
に
お
け
る
与
格
項
形
容
詞
構
文
に
つ
い
て
」 �

�

（
九
州
大
学
）
松
岡 

葵
・ 

井
上
郁
菜
・
宮
岡 

大
・ 

下
地
理
則

「
出
雲
方
言
に
お
け
る
格
標
示
に
つ
い
て

―
ガ
・
ノ
交
替
と
対
格
標
示
」 �

�

（
駒
澤
大
学
）
平　

子　

達　

也

第
百
七
回 �

（
二
〇
一
八
年
三
月
十
三
日　

文
学
部
会
議
室
）

「M
ongol-Turkic language contact in northern M

ongolia

」 �


�

（
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
） Elisabetta Ragagnin

（
二
〇
一
八
年
三
月
十
四
日　

言
語
学
研
究
室
２
）

「
日
流
諸
語
の
複
数
接
辞
の
分
布
に
関
す
る
類
型
論
」 �


�

（
九
州
大
学
）
下　

地　

理　

則

「
談
話
に
見
る
八
重
山
語
黒
島
方
言
の
形
容
詞
」 �


�

（
長
崎
大
学
）
原　

田　

走
一
郎

「
山
陰
方
言
の
ダ
と
そ
の
周
辺
」 ��

（
島
根
大
学
）
野　

間　

純　

平

第
百
八
回 �

（
二
〇
一
八
年
五
月
二
十
六
日　

文
系
キ
ャ
ン
パ
ス
講
義
棟
102
）

「
ハ
と
ガ
の
先
行
研
究
レ
ビ
ュ
ー
：
情
報
構
造
と
格
標
示
の
観
点
か
ら
」 �

�

（
千
葉
大
学
）
中　

川　

奈
津
子

「
日
琉
諸
語
の
格
と
と
り
た
て
の
類
型
化
」 �


�

（
九
州
大
学
）
下　

地　

理　

則

「
青
森
県
津
軽
方
言
の
格
標
示
」 ��

（
国
立
国
語
研
究
所
）
大　

槻　

知　

世

「
自
然
談
話
資
料
に
み
る
福
島
方
言
の
格
標
示
」 �


�

（
大
正
大
学
）
白　

岩　

広　

行

「
富
山
市
方
言
に
お
け
る
格
成
分
の
ゼ
ロ
標
示
：
構
文
パ
タ
ー
ン
に
着
目
し
て
」 �

�

（
広
島
大
学
）
小　

西　

い
ず
み
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第
百
十
六
輯



（
二
〇
一
八
年
五
月
二
十
七
日　

文
系
キ
ャ
ン
パ
ス
講
義
棟
102
）

「
九
州
方
言
に
お
け
る
形
容
詞
経
験
者
構
文
の
格
交
替
に
つ
い
て
」 �


�

（
九
州
大
学
）
松　

岡　
　
　

葵

「
愛
知
県
旧
木
曽
川
町
方
言
の
格
標
示
」 ��（
駒
澤
大
学
）
平　

子　

達　

也

第
百
九
回 �

（
二
〇
一
八
年
七
月
二
十
四
日　

西
新
プ
ラ
ザ
）

「O
n certain 

（rather fundam
ental

） differences betw
een Fukui 

and K
uroda

」 ��

（
上
智
大
学
）
福　

井　

直　

樹

第
百
十
回

（
二
〇
一
八
年
十
月
十
八
日　

イ
ー
ス
ト
一
号
館
四
階
Ｅ－

Ｃ－

419
）

「Corpora for T
hick D

escription of Language

」 �


�

（
国
立
国
語
研
究
所
）Stephan W

right H
orn﻿

�
長　

崎　
　
　

郁
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